
第１１回総合教育会議

子どもたちの想いに寄り添う支援
（不登校に対する支援、特別支援教育）

議 題

平成30年6月5日



（１） 不登校に対する支援
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（単位：人）

平成28年度までの不登校児童生徒数の推移
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「家庭」、「友人関係」、「学業不振」などが主な要因となっているが、
複数の要因があると考えられる。

不登校の要因

佐賀県全国

平成平成



※スクールカウンセラー配置事業
●児童生徒等へのカウンセリング
佐賀県スクールカウンセラー配置事業（小学校）
スクールカウンセラー配置事業（中学校）
県立学校スクールカウンセラー配置事業（高校・特別支援学校）

⑤訪問支援による
学校復帰サポート事業

●アウトリーチによるカウンセリン
グ、体験活動、学習支援

不登校対策 -学校復帰へ向けた段階的支援-

市町教育委員会・適応指導教室

③スーパーアドバイザー配置事業費
●教育センター所員、児童生徒及び
保護者、教職員への指導助言を行う

②学校適応指導教室事業費
●不登校児童生徒に体験活動及び教科学習等の
援助や指導

児童生徒の不登校の段階

家庭 学校
深刻度大 深刻度小

⑥【拡充】
スクールソーシャルワーカー活用事業
●関係機関等とのネットワークの活用
☆【拡充】小学校段階での早期支援

① 不登校対策推進校支援事業
●教育相談主任のコーディネート機能強化

教室に入るこ
とができる

登校はできる
が、教室には
入れない

学校外の施設
には通うことが
できる

家から出るこ
とができない

佐賀県教育センター・
学校適応指導教室（しいの木）

④学校適応指導教室支援事業
●学校の空き教室を活用した市町適応指導
教室への補助
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訪問支援による学校復帰サポート事業

目 的

事業内容

・コーディネーターが、学校や教育委員会
からの要請により、訪問計画を作成し、家
庭へ訪問支援員を派遣する。
・訪問支援員は、不登校児童生徒等の自
宅を計画的・継続的に訪問し、カウンセリ
ングや学習支援等を行う。 支援

支
援
要
請

情
報
提
供

長期化・深刻化している児童生徒には、
家庭訪問の回数や時間等を充実させる必
要がある。

そこで、訪問支援等の豊富な経験を有す
る訪問支援員との連携の下、当該児童生
徒を学校復帰へと導く。

学校

委託事業者

訪問支援員

学校教育課

臨床心理士
家庭教師等

各教育事務所
(コーディネーター配置)

状
況
・
分
析
報
告

訪問支援の指示
訪問計画の
作成・調整 状況報告
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訪問支援による学校復帰サポート事業の成果

平成２８年度訪問支援開始から３か月以上経過した
児童生徒（９３名）についての成果     （複数回答）

１ 改善がみられたもの
（１）生活習慣等の改善が見られたもの ４７名（５０．５％）

・朝起きて、夜寝るようになった。 ・昼夜逆転や食生活の乱れ等が改善された。
・ごはんをきちんとたべるようになった。 ・着替えをするようになった。

（２）周囲との関係改善が見られたもの ５８名（６２．４％）
・父や母と顔を合わせるようになった。 ・兄弟と話をするようになった。
・部屋に閉じこもっていたものが、居間に出てくるようになった。

（３）家庭環境の改善が見られたもの ５１名（５４．８％）
・父や母、祖父母が登校刺激をするようになった。
・ネグレクト傾向の母がごはんを作るようになった。

２ 本事業に対する学校からの声
○ 支援員さんに訪問支援をしてもらうことで、適応指導教室に足が向いたり、

登校できるようになった。
○ 家庭の状況がわかるようになり、家庭と連絡が密にとれるようになった。
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【太良高校での取組の成果】
・中学校で不登校であった生徒が、入学後1年
間無欠席。

・不登校経験の生徒が転校し、太良町にホー
ムステイしながら通学。卒業後、外国に留学。

・人前で話すことも難しかった生徒が、高校入
学後に、体験入学に来た中学生にステージか
ら堂々とそして生き生きと学校生活の楽しさを
話している。

生徒・保護者・地域にとって魅力ある学校

太良高校（H23年度改編）と厳木高校(H30年度改編)の取組

全県募集枠 40人

・不登校経験があり、やり直す意欲のある生徒
・発達障害があり、特性を伸ばそうとする生徒
・高校中途退学者で学び直す意欲のある者

全⽇制高校で学ぶ意欲と能⼒のある次の⽣徒

選抜方法の工夫（得意科目評価と面接重視）

教育の充実（単位制による多様な選択科目の設定 等）
進路等に応じた対応（進学を目指す科目等の開設 等）

・進路目標の実現

個にあった充実した授業や生徒指導の工夫

・就職
・進学（４年制大学、短期大学、専門学校）

○取組内容
生徒の個性や可能性を最大限に引き出す学校とし

て、全県募集枠（40人）を設け、全日制高校で学ぶ意
欲と能力のある者を受検対象としている。

○具体的特色
・ 個に応じた学習計画

（多彩な科目設定、多様な単位認定 など）
・ きめ細かな学習指導

（少人数学習指導、ＴＴによる指導）
・ ＩＣＴを活用した教育の充実

（電子黒板や学習用PCの活用）
・ 学校生活の支援

（スクールカウンセラー重点配置、学習支援室
の設置 など）

・ キャリア教育の充実
（進路指導の充実、資格取得の奨励、 など）

・ 地域との連携
（地域での体験学習、地域教育連携協議会

の設置 など）
・ 通学の支援

（ホームステイの相談、校時の工夫 など）
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佐賀労働局（各ハローワーク）、ジョブカフェSAGA
県立産業技術学院、県産業人材課、

さが若者サポートステーション、
たけお若者サポートステーション

雇 用

佐賀少年鑑別所、少年サポートセンター

県中央児童相談所、県精神保健福祉センター、
県福祉課、県障害福祉課、県こども家庭課、
県発達障害者支援センター「結」、
（独）国立病院機構肥前精神医療センター
【各保健福祉事務所、各福祉事務所】

保健、福祉、医療

県学校教育課、県こども未来課、県まなび課、
県法務私学課
【市町教育委員会】

教 育

親の会「ほっとケーキ」、ＮＰＯそれいゆ、
NPOスチューデント・サポート・フェイス

矯正、更生保護等

その他（CSO:市⺠社会組織）

支援

連

調整機関(事務局)
(県こども未来課)

佐賀県⼦ども･若者
総合相談センター

(委託先：NPOスチューデント・
サポートフェイス)

指定支援機関
(NPOスチューデント・
サポートフェイス)

連 連携

連携

連携

連携

相談

⼦
ど
も
・
若
者
か
ら
の
相
談

職
業
的
自
立

(

就
職
・
修
学
等
）
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H29成果：2,374人（うち新規505人）を関係機関と連携し支援を実施。

その他、高校中退者等の進学支援等を実施した。

佐賀県⼦ども･若者支援地域協議会

佐賀県における子ども・若者自立支援対策
不登校、ひきこもり等、様々な相談を受け、その⽅に応じた支援を関係機関と連携して実施



【不登校に対する支援】

◎ いかにして不登校の未然防止を図るか

◎ いかにして不登校の児童生徒を学校復帰へ
導くか

本日議論いただきたいこと
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（２）特別支援教育
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11

※児童心理治療施設に
入所する者

大和特別支援学校
（知的障害）

金立特別支援学校
（肢体不自由）

中原特別支援学校
鳥栖田代分校
（知的障害）

唐津特別支援学校
（知的障害・肢体不自由）

中原特別支援学校
（病弱）

盲学校
（視覚障害）

ろう学校
（聴覚障害）

平成３０年度 県立特別支援学校の配置

伊万里特別支援学校
（知的障害・肢体不自由）

うれしの特別支援学校
（知的障害・肢体不自由）

中原特別支援学校
（知的障害・肢体不自由）

唐津特別支援学校
好学舎分校

（病弱）
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佐賀県の特別支援学校等で教育を受ける児童生徒数の推移

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

障害の程度が比較的重い子供を
対象として教育を行う学校

小・中学校に障害の種別ごとに
置かれている少人数の学級

小・中学校の通常の学級に在籍
する障害のある児童に対して、
週に数単位程度、障害に基づく
種々の困難の改善等に必要な指
導を行う教育形態

通級による指導特別支援学級特別支援学校

→ 年々、対象の児童生徒数が増えている。
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要 因

特別支援学校における教育に対する保護者の理解が深まってきた。

単位：人



（１）就学相談・就学先決定に係る市町教育委員会への支援

・合理的配慮及び基礎的環境整備等についての理解促進 など

（２）特別支援学校と小・中学校等との交流及び共同学習の推進

・居住地校交流の推進

（１）特別支援学級・通級指導教室における

取組

・担当教員の専門的な指導力の向上 など

（２）発達障害を含む障害のある幼児児童

生徒の支援の取組

・校内支援体制の充実に向けた支援

・各学校種間の連携

・発達障害に係る保護者への理解啓発など

（３）特別支援学校のセンタｰ的機能の充実

・学校全体による地域支援の取組の推進

⇒巡回相談員、専門家の派遣

・教育事務所との連携による支援

（１）教育環境の整備

・児童生徒数の増加に対応した教育環境の整備

・通学支援の在り方 ⇒ スクールバス運行

・児童心理治療施設の入所児童生徒を対象と

する教育施設の整備

（２）一人ひとりの自立と社会参加を目指した

指導の充実

・ＩＣＴ利活用教育の推進 など

（３）企業等と連携した職業教育の推進及び

進路支援体制の整備

・企業等との連携の充実

・進路支援に係る校内体制の整備

・キャリア教育に係る取組の充実 など

１ 特別支援学校における特別支援教育の充実

３ インクルーシブ教育システムに対応した特別支援教育の充実

２ 幼稚園、小・中学校、高等学校における

特別支援教育の充実

「佐賀県特別支援教育第三次推進プラン（改訂版）」の主な取組
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⾃⼒での通学が困難な県⽴特別支援学校の児童⽣徒の通学を支援するとともに、保護者等
の送迎に係る負担軽減を図るため、スクールバスを運⾏する。

目 的

事業内容

○ スクールバスの運⾏
平成29年6月から県⽴特別支援学校６校（⾦⽴、⼤和、中原本校、伊万⾥、唐津、うれしの）

において、各1コース、計6コース運⾏

◎児童⽣徒の通学の支援
◎保護者等の送迎に係る負担軽減

●特別支援学校の児童⽣徒数は年々増加
●その多くは⾃⼒通学が困難で、送迎は
保護者等にとって⼤きな負担

スクールバスの導入

県立特別支援学校におけるスクールバス運行事業
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支

援

の

流

れ

・児童生徒の状態の把握や必要な支援の検討
・巡回相談員に支援を要請するか検討 等

校内委員会

・対象となる児童生徒等への望ましい教育的対応や校内
支援体制について専門的な意見の提示や助言

具体的支援

教師の気付き、保護者からの相談等

より専門的な
支援が必要な場合

具体的支援

特別支援教育コーディネーター

市町教育委員会

派遣要請

派遣要請

・ 専門家に、より専門的な意見の提示を求めるか検討
（巡回相談員を交えて）

特別支援学校の

巡回相談員

巡回相談員の派遣

医療・福祉機関、

大学等の専門家

特別支援教育推進事業 （障害のある子どもの学校生活支援事業）

障害のある幼児児童⽣徒に対する適切な教育的⽀援を⾏うため、巡回相談員や専門家を幼稚
園・保育所、小・中・高等学校、特別支援学校に派遣する。

・具体的な指導内容や方法等について指導・助言

平成29年度実績
・ 巡回相談員 延883回
・ 専門家 延 99回

専門家の指導・助言
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特別支援教育コーディネーター

幼稚園・保育所、小・中・高・特別支援学校

・【個別の教育支援計画・個別の指導計画の作成】

校内委員会

校内委員会

校内委員会



発達障害者支援に関する取組
就職

親ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ
スクリーニング

専門相談
窓口

東部センター
⻄部センター

専門相談
窓口

専門相談
窓口

専門相談
窓口

専門相談
窓口

専門相談
窓口

専門相談
窓口

専
門
相
談
窓
口

発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ―

短・⼤学

県内どこに住んでいても、⽣涯にわたる“きめ細やかな”“切れ目のない”支援体制を実現県内どこに住んでいても、⽣涯にわたる“きめ細やかな”“切れ目のない”支援体制を実現

県内５保健福祉“圏域ごとに”発達障害者の支援体制を整備 個人のライフステージに応じた“一貫した”支援

高 校

中学校

小学校

未就園児

か
か
り
つ
け
医
研
修
・
発
達
障
害
専
門
医
療
機
関
ネ
ッ
ト
ワ―

ク
構
築
事
業保健師への

スクリーニン
グ研修

保育士等への
療育指導研修

フリー
スクール
ＳＡＧＡ

プライド
プログラム

家
族
教
室
・
茶
話
会

移
行
支
援

移
行
支
援

移
行
支
援

移
行
支
援

移
行
支
援

成
人
期

就

学

期

乳

幼

児

期

幼稚園・保育所

特
別
支
援
教
育

就労支援センター

発
達
障
害
者
就
労

支
援
セ
ン
タ―

療育指導教室
(わくわく
キッズ)
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佐賀県の発達障害者支援事業
【本人への支援】

○ 療育指導教室（わくわくキッズ）（未就学児への療育指導教室）
○ フリースクールＳＡＧＡ（⼩・中学生の不登校支援）
○ プライドプログラム（高校生への自己認知支援）
○ 大学生等インターンシップ・余暇支援（大学生等への就労支援）
※ 市町による早期発⾒・早期療育（自閉症児等ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞ、親ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ）
※ 特別支援学校による巡回相談（県教育委員会）
【家族への支援】

○ 家族教室
○ ペアレントメンターによる茶話会
【支援者への支援】
○ かかりつけ医発達障害対応⼒向上研修
○ 発達障害専門医療機関ネットワーク構築事業
○ 保健師へのスクリーニング研修
○ 保育⼠への療育指導研修
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特別支援教育サポート事業

（参考）私立高等専修学校の特別支援教育の充実

○ 高等専修学校における
特別支援教育支援員の配置を支援

※１ 高等専修学校
中学校卒業者を対象とした課程において特色
のある教育を実施

※２ 特別支援教育支援員
学習障害やＡＤＨＤ（注意欠陥多動性障害）
等、発達障害のある生徒の学習を支援

新規

事業内容
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【特別支援教育】

児童生徒が増加するなか、いかにして適切な指導

と必要な支援を行き届かせるか

本日議論いただきたいこと
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